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Appier Groupまで13銘柄が公開

　

３
月
１
６
日
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
（
７
３
６
１
）と
ウ
イ
ン
グ
ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
（
４
４
３
２
）を
皮
切
り

に
春
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
２
月
中
旬
以
降
、
東
京
市
場
は
高

値
警
戒
感
と
米
債
金
利
上
昇
か
ら
波
乱
の
動
き
に
な
り
、
グ
ロ
ー
ス
銘

柄
に
至
っ
て
は
物
色
の
圏
外
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
２
月
Ｉ
Ｐ
Ｏ
の
３

社
は
順
調
な
初
値
形
成
と
な
っ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
成
長
を
続
け

て
厳
し
い
上
場
審
査
を
経
て
Ｉ
Ｐ
Ｏ
を
実
現
し
た
企
業
は
セ
カ
ン
ダ

リ
ー
で
も
投
資
妙
味
が
あ
り
そ
う
だ
。

高初値の期待される銘柄は？

16
日
か
ら
13
銘
柄
が
公
開

春のＩＰＯがスタート

　

３
月
１
６
日
公
開
２

社
か
ら
３
０
日
に
マ
ザ

ー
ズ
に
上
場
す
る
Ａ
ｐ

ｐ
ｉ
ｅ
ｒ　

Ｇ
ｒ
ｏ
ｕ

ｐ
（
４
１
８
０
）
ま
で

１
３
銘
柄
が
公
開
す
る
。

先
陣
を
切
る
ウ
イ
ン
グ

ア
ー
ク
１
ｓ
ｔ
は
東
証

１
部
で
大
型
案
件
だ
が

帳
票
・
Ｂ
Ｉ
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
誇
り
注
目
度
は
高

い
。
１
部
案
件
で
は
昨

年
１
０
月
５
日
に
上
場

を
果
た
し
た
ダ
イ
レ
ク

ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
ミ

ッ
ク
ス
（
７
３
５
４
）

が
上
場
後
も
右
肩
上
が

り
の
上
昇
を
な
っ
て
お

り
、
静
か
な
初
値
形
成

と
な
っ
た
場
合
は
中
長

期
視
野
で
妙
味
が
あ
り

そ
う
だ
。

　

マ
ザ
ー
ズ
上
場

で
は
１
８
日
公
開

で
新
卒
ダ
イ
レ
ク

ト
リ
ク
ル
ー
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス

「
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
Ｂ

ｏ
ｘ
」
を
運
営
す

る
ｉ‐
ｐ
ｌ
ｕ
ｇ

（
４
１
７
７
）
、
２

４
日
公
開
で
シ
ス

テ
ム
開
発
な
ら
び

に
ク
ラ
ウ
ド
イ
ン

テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
を

展
開
す
る

Ｓ
ｈ
ａ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ　

Ｉ

ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

ｓ
（
４
１
７
８
）
、
２
５

日
公
開
で
妊
娠
・
出
産
・

育
児
向
け
の
情
報
メ
デ

ィ
ア
事
業
と
産
婦
人
科

向
け
の
経
営
支
援
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
手

掛
け
る
ベ
ビ
ー
カ
レ
ン

ダ
ー
（
７
３
６
３
）
と

顧
客
対
応
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
「
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ
ｖ
ｅ

ｒ
ｉ
ｅ
ｚ
」
の
開
発
、

提
供
を
行
う
ジ
ー
ネ
ク

ス
ト
（
４
１
７
９
）
や

２
６
日
公
開
の
ブ
ロ
ー

ド
マ
イ
ン
ド
（
７
３
４

３
）
あ
た
り
が
高
初
値

形
成
が
予
想
さ
れ
る
。

ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
で
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
事

業
者
の
物
流
代
行
と
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行

う
イ
ー
・
ロ
ジ
ッ
ト
（
９

３
２
７
）
が
注
目
さ
れ

る
。
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前
週
の
動
意
銘
柄

正直じいさんの株で大判小判  

週明けも金利動向警戒

　

前
週
の
東
京
市
場
は
長
期
金
利
上
昇
に
伴

う
米
国
株
安
の
流
れ
か
ら
売
り
圧
力
が
強
ま

り
ま
し
た
。
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
や
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
Ｇ
な
ど
指
数
採
用
の
値
嵩
株
に
加
え
、
米
ハ

イ
テ
ク
株
安
を
受
け
た
半
導
体
や
電
子
部
品

株
や
新
興
市
場
の
グ
ロ
ー
ス
株
に
も
大
幅
安

に
売
ら
れ
る

銘
柄
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

週
末
５
日
は

短
期
的
な
突
っ
込
み
警
戒

感
や
米
雇
用

統
計
発
表
を
控
え
、
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
調

整
す
る
買
戻
し
が
入
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

一
時
下
げ
幅
を
６
２
０
円

超
に
広
げ
ま

し
た
が
、
後
場
に
入
る
と

急
速
に
下
げ

幅
を
縮
め
ま
し
た
。

　

た
だ
、
日
経
平

均
は
２
５
日
線
や
直
近
安

値
を
下
回
り
、
調

整
色
を
強
め
て
お
り
、
奨

銘
柄
も
大
半
が
軟

調
に
推
移
し
ま
し
た
。
押

し
目
買
い
方
針
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

米
国
で
は
１
０
日

に
１
０
年
債
、
１
１
日
に

は
３
０
年
債
入
札
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
週
明
け
以
降
も
米
金
利

動
向
を
警
戒
が
必
要
で
す
。

全
般
落
ち
着
き
を
待
っ
て

慎
重
に
対
処
し
た
い
考
え

で
す
。　
　
　
　

花
咲 

翁

日
本
銀
行
ス
ト
ッ
プ
高

値
動
き
の
良
さ
が
買
い
呼
込
む

日本銀行の日足チャート

　

週
明
け
１
日
、
日
本

銀
行
（
８
３
０
１
）
が

ス
ト
ッ
プ
高
。
政
府
が

５
５
％
出
資
す
る
出
資

証
券
と
し
て
ジ
ャ
ス
ダ

ッ
ク
に
上
場
し
て
い
る

が
、
株
価
は
２
月
下
旬

か
ら
上
昇
、
１
９
８
０

年
代
の
バ
ブ
ル
期
に
は

最
安
値
か
ら
４
０
倍
以

上
、
２
０
０
７
年
に
は

１
万
７
６
０
０
円
ま
で

急
騰
し
た
経
緯
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
金
融
相
場

の
象
徴
と
し
て
値
動
き

の
良
さ
か
ら
買
い
が
買

い
を
呼
ん
で
い
る
。

マ
ツ
キ
ヨ
経
営
統
合

 
 

　

マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
ホ

ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
３

０
８
８
）
が
急
反
発
。

コ
コ
カ
ラ
フ
ァ
イ
ン

（
３
０
９
８
）
と
経
営

統
合
契
約
を
結
ん
だ
と

発
表
し
た
。
同
社
を
株

式
交
換
完
全
親
会
社
と

し
て
コ
コ
カ
ラ
F
を
完

全
子
会
社
化
す
る
計
画

で
、
割
当
比
率
に
サ
ヤ

寄
せ
す
る
か
た
ち
で
水

準
を
切
り
上
げ
た
。
割

り
当
て
比
率
は
コ
コ
カ

ラ
Ｆ
１
株
に
対
し
て
、

マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
Ｈ
Ｄ

は
１
・
７
株
。
な
お
、

マ
ツ
モ
ト
キ
ヨ
シ
Ｈ
Ｄ

は
マ
ツ
キ
ヨ
コ
コ
カ
ラ

＆
カ
ン
パ
ニ
ー
に
商
号

を
変
更
す
る
。

学研稀薄化と需給懸念

 
 

 

　

学
研
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
９
４

７
０
）
が
急
落
。

公
募
に
よ
る
１
４

３
万
５
０
０
０
株

の
新
株
発
行
と
４

０
０
万
株
の
自
己

株
処
分
、
上
限
８
１
万

５
０
０
０
株
の
オ
ー
バ

ー
ア
ロ
ッ
ト
メ
ン
ト
に

よ
る
売
り
出
し
を
行
う

と
発
表
し
た
こ
と
で
、

稀
薄
化
と
需
給
圧
迫
が

懸
念
さ
れ
た
。
潜
在
株

は
１
６
・
６
％
増
え
る
。

景気敏感株に売り圧力
　

２
日
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

（
９
２
０
１
）
の

下
落
率
が
一
時

５
％
を
超
え
る

な
ど
空
運
株
の

下
落
が
目
立
っ

た
。
全
体
相
場

が
朝
高
の
あ
と

下
げ
に
転
じ
、

後
場
一
段
安
と

な
る
な
ど
軟
調

な
展
開
で
、
リ

タ
ー
ン
リ
バ
ー

サ
ル
で
買
い
戻

さ
れ
て
き
た
景

気
敏
感
セ
ク
タ
ー
へ
の

戻
り
売
り
圧
力
が
強
ま

っ
て
お
り
、
日
本
郵
船

（
９
１
０
１
）
な
ど
海
運

株
や
エ
イ
チ
・
ア
イ
・

エ
ス
（
９
６
０
３
）
な

ど
の
旅
行
関
連
も
安
い
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
利
益
大
幅
増
額

　
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
７
５
１

４
）
が
ス
ト
ッ
プ
高
。

２
１
年
８
月
期
の
業
績

予
想
に
つ
い
て
、
連
結

営
業
損
益
で
５
億
５
０

０
０
万
円
の
黒
字
か
ら

１
３
億
７
０
０
０
万
円

の
黒
字
（
前
期
４
億
８

７
０
０
万
円
の
赤
字
）

へ
上
方
修
正
し
た
。
ゴ

ル
フ
、
ア
ウ
ト
ド
ア
が

好
調
に
推
移
し
た
。

サ
ン
デ
ン
新
株
発
行

　

サ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
６
４
４
４
）

が
ス
ト
ッ
プ
安
。
中
国

ハ
イ
セ
ン
ス
・
ホ
ー
ム
・

ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
グ

ル
ー
プ
へ
の
第
三
者
割

当
増
資
に
よ
る
新
株
発

行
を
発
表
、
発
行
株
数

は
８
３
６
２
万
７
０
０

０
株
で
発
行
済
み
株
式

数
の
３
倍
近
く
に
達
し
、

大
規
模
な
希
薄
化
が
嫌

気
し
さ
れ
た
。
発
行
価

額
は
２
５
６
円
、
手
取

概
算
額
約
２
０
８
億
円

で
経
営
再
建
を
進
め
る
。

ひ
ら
ま
つ
訴
訟
和
解

 
 

　

３
日
、
ひ
ら
ま
つ
（
２

７
６
４
）
が
急
伸
。
創

業
者
で
元
代
表
取
締
役

社
長
の
平
松
氏
が
設

立
・
運
営
す
る
ひ
ら
ま

つ
総
合
研
究
所
か
ら
提

起
さ
れ
て
い
た
損
害
賠

償
等
請
求
訴
訟
に
つ
い

て
、
３
月
１
日
に
和
解

が
成
立
し
、
円
満
に
全

て
の
紛
争
が
解
決
し
た

と
発
表
し
た
。
訴
訟
で

は
総
額
１
２
億
４
５
０

０
万
円
が
請
求
さ
れ
て

い
た
が
、
和
解
金
１
億

７
０
０
０
万
円
の
支
払

い
で
解
決
し
た
も
よ
う
。
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ジャパンエンジンＳ高
近海船向け主機関３台受注

ジャパンエンジン
      の日足チャート

 
 

　

３
日
、

ジ
ャ
パ
ン

エ
ン
ジ
ン

コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン

（
６
０
１

６
）
は
ス

ト
ッ
プ
高
。

尾
道
造
船

が
商
船
三

井
近
海
向

け
に
建
造

す
る
１
万

５
０
０
ｄ

ｗ
ｔ
近
海
船
向
け
主
機

関
と
し
て
、
６
Ｕ
Ｅ
Ｃ

３
５
Ｌ
Ｓ
Ｅ
‐
Ｂ
２
機

関
３
台
を
受
注
し
た
と

発
表
し
た
こ
と
で
、
収

益
貢
献
が
期
待
さ
れ
た
。

温
室
効
果
ガ
ス
規
制
Ｅ

Ｅ
Ｄ
Ｉ
フ
ェ
ー
ズ
３
を

先
行
適
用
す
る
環
境
負

荷
低
減
船
向
け
機
関
で
、

今
後
の
規
制
強
化
に
応

じ
て
Ｇ
Ｈ
Ｇ
を
削
減
す

で
き
る
高
い
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
る
と
い
う
。

ダ
イ
ヤ
Ｈ
Ｄ
稀
薄
化

 

　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
エ
レ

ク
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
（
６
６
９
９
）

が
急
反
落
。
第
三
者
割

当
に
よ
る
第
２
、
第
３

回
の
新
株
予
約
権
を
発

行
す
る
と
発
表
し
た
こ

と
で
稀
薄
化
が
懸
念
さ

れ
た
。
潜
在
株
式
数
は

７
７
万
株
で
、
発
行
株

式
の
約
１
０
％
と
な
る
。

割
当
先
は
モ
ル
ガ
ン
・

ス
イ
タ
ン
レ
ー
Ｍ
Ｕ
Ｆ

Ｇ
証
券
で
、
手
取
概
算

２
６
億
３
０
０
０
万
円

は
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ

ョ
ナ
、
蓄
電
シ
ス
テ
ム

の
設
計
開
発
、
設
備
増

強
な
ど
に
充
て
る
。

 

Ｓ
B
G
と
フ
ァ
ス
ト
リ
急
落

　

４
日
、
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
グ
ル
ー
プ
（
９
９
８

４
）
と
フ
ァ
ー
ス
ト
リ

テ
イ
リ
ン
グ
（
９
９
８

３
）
が
急
落
。
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
Ｇ
は
ナ
ス
ダ
ッ

ク
大
幅
下
落
で
米
ハ
イ

テ
ク
株
を
中
心
に
し
た

含
み
益
減
少
が
懸
念
さ

れ
た
ほ
か
、
出
資
先
の

英
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
グ

リ
ー
ン
シ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
が
不
正
会
計
の
疑

い
で
刑
事
告
発
さ
れ
、

破
産
申
請
準
備
を
始
め

た
こ
と
が
嫌
気
さ
れ
た
。

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
は
総

額
表
示
に
関
す
る
特
別

措
置
法
が
３
月
３
１
日

で
終
了
す
る
の
に
先
駆

け
、
商
品
本
体
価
格
を

そ
の
ま
ま
消
費
税
込
み

の
価
格
に
す
る
と
発
表
、

約
９
％
の
値
下
げ
と
な

る
こ
と
か
ら
利
益
率
悪

化
が
懸
念
さ
れ
た
。

リ
コ
ー
20
％
の
自
社
株
買

　

リ
コ
ー
（
７
７
５
２
）

が
ス
ト
ッ
プ
高
。
自
己
株

式
取
得
枠
の
設
定
を
発

表
し
た
。
上
限
１
４
５
万

株
（
発
行
済
株
式
総
数
に

対
す
る
割
合
２
０
・
０

２
％
）
ま
た
は
１
０
０
０

億
円
で
取
得
期
間
は
３

月
４
日
～
２
２
年
３
月

３
日
ま
で
。

https://marketpress.jp/subscribe/
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前
週
の
動
意
銘
柄

半導体パッケージ製造向けに開発

ハリマ化成Ｇ

キズ防止転写型離型フィルム

コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

　

成
形
（
断
面
模
式
図
）

　

ハ
リ
マ
化
成
グ
ル
ー
プ

（
４
４
１
０
）
の
ハ
リ
マ
化

成
は
、
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
造
工
程

の
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
成
形
（
圧
縮
成

形
）
用
の
キ

ズ
防
止
転
写

型
離
型
フ
ィ

ル
ム
を
開
発

し
た
。

　

コ
ン
プ
レ

ッ
シ
ョ
ン
成

形
で
半
導
体

パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
封
止
に
シ

リ
コ
ー
ン
樹

脂
を
使
っ
た

場
合
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
表
面
に
キ
ズ
が
付

き
や
す
か
っ
た
が
、
新
し
く
開
発
し
た

転
写
型
離
型
フ
ィ
ル
ム
は
キ
ズ
防
止
膜

が
成
形
時
の
熱
と
圧
力
に
よ
り
封
止
樹

脂
と
密
着
、
一
方
で
ベ
ー
ス
フ
ィ
ル
ム

面
と
は
剥
離
し
転
写
す
る
た
め
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
表
面
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
従
来
の
コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

成
形
の
装
置
や
製
造
工
程
の
変
更
は
必

要
な
く
、
導
入
コ
ス
ト
も
抑
え
ら
れ
る
。

　

コ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
成
形
は
高
い
生

産
性
や
封
止
樹
脂
使
用
量
を
低
減
で
き

る
こ
と
か
ら
、
薄
型
半
導
体
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
適
し
た
工
法
と
し
て
適
用
が
進
ん

で
お
り
、
転
写
型
離
型
フ
ィ
ル
ム
は
採

用
が
大
き
く
広
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

 

転
ば
ぬ
先
の
テ
ク
ニ
カ
ル

 ナスダック、ダウントレンド入り

日々勇太朗

　先週の東京株式市場はマチマチの
展開となりました。ＴＯＰＩＸは反発
しましたが、日経平均は続落でした。
週初は反発スタートとなりましたが、
日経平均は２日に３万円に接近した
ところから戻り売りにより失速。米
長期金利の高止まりからナスダック
市場が軟調で中期ダウントレンド入
りしたことにより、指数寄与度上位
の値嵩株が崩れ出し、日経平均は５
週移動平均線を割り込みました。
　これで東京市場も昨年１０月末からの
上昇トレンドが転換した可能性が出てき
ました。一目均衡表・日足では基準線を
割り込み、転換線と基準線のデッドクロ
スが接近。先行スパンＡが２万８０７４
円に位置しており、下値サポート機能を
発揮するのかどうかが注目ポイント。更
に突っ込むケースでは１月２９日安値の

２万７６２９円を守れるかど
うかで、割れた場合は２月１
６日天井が確定します。

海
運
値
上
が
り
率
ト
ッ
プ

米
バ
リ
ュ
ー
買
い
と
海
運
指
数
急
騰

商船三井の日足チャート

　

４
日
、
商
船
三
井
（
９

１
０
４
）
、
日
本
郵
船

（
９
１
０
１
）
、
川
崎
汽

船
（
９
１
０
７
）
が
大

幅
高
。
業
種
別
騰
落
率

で
海
運
が
東
証
１
部
値

上
が
り
ト
ッ
プ
に
立
っ

た
。
バ
イ
デ
ン
米
大
統

領
が
５
月
末
ま
で
に
米

国
の
全
成
人
に
ワ
ク
チ

ン
を
供
給
で
き
る
と
発

表
し
た
こ
と
で
米
長
期

金
利
が
再
び
上
昇
、
前

日
の
米
国
市
場
で
バ
リ

ュ
ー
株
買
い
、
ハ
イ
テ

ク
株
売
り
が
強
ま
り
、

バ
ル
チ
ッ
ク
海
運
指
数

が
１
・
３
３
％
高
と
急

騰
し
た
こ
と
も
買
い
手

掛
か
り
に
な
っ
た
。

シ
ル
バ
ラ
イ
フ
出
尽
く
し

　
週
末
５
日
、
シ
ル
バ
ー

ラ
イ
フ
（
９
２
６
２
）が

急
反
落
。
集
計
中
の
２
１

年
７
月
期
第
２
四
半
期

の
単
体
業
績
予
想
に
つ

い
て
、営
業
利
益
を
４
億

５
０
０
０
万
円
か
ら
６

億
１
１
０
０
万
円
（
４
８
．

７
％
増
）
へ
上
方
修
正
し

た
が
、
当
面
の
材
料
出
尽

く
し
感
か
ら
売
り
が
優

勢
に
な
っ
た
。
通
期
計
画

に
対
す
る
２
Ｑ
の
進
捗

率
は
９
４
％
に
達
す
る
。

 

東芝ブラックロク大量保有
　

東
芝
（
６
５

０
２
）
が
大
幅

続
伸
。
米
ブ
ラ

ッ
ク
ロ
ッ
ク
の

日
本
法
人
ブ
ラ

ッ
ク
ロ
ッ
ク
・

ジ
ャ
パ
ン
の
保

有
割
合
が
２
月

２
６
日
時
点
で

５
・
２
１
％
と

新
た
に
５
％
を

超
え
た
こ
と
が

判
明
し
た
こ
と

で
一
段
の
買
い

増
し
な
ど
需
給

へ
の
思
惑
か
ら

買
い
が
向
か
っ
た
。
保

有
目
的
は
純
投
資
。

昭
光
通
は
丸
紅
が
Ｔ
Ｏ
Ｂ

 
 

 
 

　

昭
光
通
商
（
８
０
９

０
）
が
急
反
発
。
、
丸

紅
（
８
０
０
２
）
系
投

資
フ
ァ
ン
ド
が
設
立
し

た
Ｓ
Ｋ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
が
、
非
公
開
化

を
目
的
に
同
社
株
へ
Ｔ

Ｏ
Ｂ
を
実
施
す
る
と
発

表
し
た
。
丸
紅
グ
ル
ー

プ
と
の
連
携
に
よ
る
収

益
拡
大
期
待
が
強
い
よ

う
で
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
価
格
７

９
６
円
を
上
回
る
水
準

に
買
い
上
げ
ら
れ
た
。
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※チャートは日足

 
チャート
　  から読む 騰落銘柄騰落
古河電池（６９３７） オハラ（５２１８）

アスクル（２６７８） ＪＴＯＷＥＲ（４４８５）

　２月３日の４０１０円を高値に下落基調
続き、昨年９月４日の安値３２８０円を意
識。ＢｔｏＢ事業は緊急事態宣言の影響を
受け、２月売上高は単体で前年同月比２．
１％減と苦戦、２１万株超の買い残も重石。

　２５日線や日足一目均衡表基準線を下値
フォローに過熱感なく水準を切り上げ新値
更新。車載カメラなど高品質光学ガラスや
半導体向け露光装置の需要増で収益はＶ字
型回復を見込み、１Ｑ決算に向け一段高へ。

　２月２６日に７５日線割れの１５４０円
まで突っ込んだ後に５０日線まで戻す。国
内やタイで自動車向けが回復傾向で、２１
年３月期は１５．４％営業増益見込む。２
月４日の１７８５円抜けから上昇加速期待。

　１月２５日に付けた最高値１万３０５０
円で当面の天井感。日足陰転のあと５日線
に上値を抑えられ下値模索が続き、１３週
線に続き２６週線も割り込む。押し目買い
に信用買い残の整理が進まず一段安を警戒。
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相
場
展
望

金
融
か
ら
業
績
相
場
へ

３
月
期
高
配
当
銘
柄
に
妙
味

光世証券

西川 雅博 氏取締役

　

３
月
５
日
の
パ
ウ
エ
ル
発
言
に
対
す
る
反
応
も
含
め
市

場
は
さ
ら
な
る
金
利
上
昇
圧
力
を
懸
念
し
て
い
る
が
、
寒

波
な
ど
一
時
的
な
要
因
が
大
き
く
、
そ
も
そ
も
、
積
極
的

財
政
政
策
と
ワ
ク
チ
ン
普
及
に
よ
る
景
気
回
復
へ
の
確
か

な
期
待
が
金
利
上
昇
の
背
景
で
あ
る
。
節
度
あ
る
金
利
上

昇
に
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
側
面
も
あ
り
、
今
回
の
調
整
は
過

剰
流
動
性
が
も
た
ら
し
た
速
す
ぎ
る
株
価
上
昇
へ
の
警
戒

感
と
い
う
テ
ク
ニ
カ
ル
な
側
面
が
大
き
い
と
見
て
い
る
。

過
去
の
株
価
大
幅
調
整
局
面
は
、
金
融
政
策
の
転
換
に
よ

る
と
こ
ろ
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
。

　

現
時
点
で
テ
ー
パ
リ
ン
グ
の
開
始
な
ど
に
よ
る
本
格
的

な
調
整
に
突
入
す
る
と
見
る
の
は
依
然
時
期
尚
早
だ
。
た

だ
、
市
場
が
そ
れ
を
見
極
め
る
に
は
あ
る
程
度
の
日
柄
か

値
幅
が
必
要
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
日
経
平
均
株
価
と
連
動

性
の
高
い
ナ
ス
ダ
ッ
ク
指
数
は
昨
年
９
月
に
、
コ
ロ
ナ
シ

ョ
ッ
ク
後
の
大
幅
反
発
を
経
て
直
近
高
値
か
ら
２
０
日
間
で
値
幅
に
し
て
１

１
・
８
％
の
調
整
を
入
れ
た
後
約
２
カ
月
間
の
踊
り
場
を
形
成
し
た
。
今
回

に
当
て
は
め
れ
ば
３
月
７
日
安
値
で
１
万
２
４
０
０
ポ
イ
ン
ト
水
準
（
３
月

５
日
終
値
１
万
２
７
２
３
）
、
日
柄
調
整
は
４
月
中
旬
ま
で
と
な
る
。

　

日
経
平
均
寄
与
率
が
大
き
い
一
部
値
が
さ
株
な
ど
偏
っ
た
株
価
水
準
に
対

し
資
産
配
分
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
変
動
の
可
能
性
も
あ

る
。
実
際
に
足
元
で
は
金
融
株
な
ど
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｘ
型
銘

柄
は
日
経
平
均
比
べ
て
底
堅
さ
を
見
せ
て
い
る
も
の
が

多
い
。
短
期
的
に
は
ハ
イ
テ
ク
株
の
自
律
反
発
期
待
が

あ
ろ
う
が
、
中
長
期
的
に
は
金
融
相
場
か
ら
業
績
相
場

へ
移
行
す
る
局
面
と
考
え
て
バ
リ
ュ
ー
型
の
景
気
敏
感

株
の
押
し
目
を
狙
い
た
い
。
そ
の
中
で
も
３
月
決

算
の
高
配
当
利
回
り
銘
柄
に
妙
味
が
あ
り
そ
う
だ
。

個
別
で
は
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
Ｈ
Ｄ
（
４
１
８
８
）
。

https://marketpress.jp/subscribe/
https://www.kosei.co.jp/
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潮 

流

　

岡
山 

憲
史
氏(

株
式
会

社
マ
ー
ケ
ッ
ト
バ
ン
ク 

代

表
取
締
役

)

の
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル

　

１
９
９
９
年
２
月
日
本
初

の
資
産
運
用
コ
ン
テ
ス
ト
「
第

一
回
Ｓ
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
て

約
１
万
人
の
参
加
者
の
中
か

ら
優
勝
。
直
近
で
は
２
０
１
７
年
１
月
に
始
ま
っ
た
夕
刊
フ
ジ
主

催
の
「
株
‐
１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
お
い
て
優
勝
。
１
カ
月
間
に
お
け

る
３
銘
柄
の
合
計
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
は
１
５
５
％
と
断
ト
ツ

の
結
果
。
週
刊
現
代
、
週
刊
ポ
ス
ト
、
夕
刊
フ
ジ
、
ネ
ッ
ト
マ
ネ
ー
、

月
刊
カ
レ
ン
ト
な
ど
幅
広
く
執
筆
活
動
を
行
う
。
現
在
、
個
人
投

資
家
に
投
資
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
。http://marketbank.jp

３月はマザーズ上昇へ‼
取引時間中の動きは気にするな

グ
ロ
ー
ス
株
底
打
ち
感
広
が
る

クリーマの日足チャート

　３月に入
り株式市場
が荒っぽく
なっている。
４日の日経
平均は一時
８００円を

超える下げとなり、２万８７１１円を付けた。２
万９０００円の大台と２５日移動平均（２万９
２９２円）割れとなった。東証マザーズ指数は１
１５７ポイントを付け、２０２０年１２月２８
日以来約２カ月ぶりの安値を付けた。
　３日の米国市場ではハイテク銘柄の多いナス
ダック総合指数が３月３日に１万２９９５ポイ
ントと１万３０００ポイントの大台を割れた。
これら指数はいずれも底値圏だ。４日の日経平
均の下落の半分はファーストリテイリングとソ
フトバンクＧの２銘柄の下落によるものである。
ヘッジファンドは日経平均寄与度の高い銘柄に
売りを浴びせ、日経平均を急落させることで投
資家の弱気心理を増幅させる。急落させ底値で
売らされることはよくあることだ。
　２月から続いたバリュー（割安）株の上昇に天
井感が出始めている。今後の展開としては売り
圧力が続いたグロース（成長）株に底打ち感が広
がる。同時にＧＡＦＡＭ（グーグル、アマゾン、フ
ェイスブック、アップル、マイクロソフト）とい
った主力大型ハイテク株も上昇基調が強まって
くるだろう。米国市場でＧＡＦＡＭが上昇し、ナ
スダック市場が回復すれば当然、日本でもマザ

ーズ市場な
どハイテク
株が買われ
る。
　例年３月
は年度末を
控えた年金
基金による
売りや企業
の政策保有
株の売りが
出やすい月
だ。東証１
部市場が軟
調な動きと
なる中、そ
の資金がマ
ザーズ市場
に流れるこ
とがよくあるのも３月の特徴だ。２０１
５年、２０１６年、２０１７年、２０１９
年はいずれもマザーズ指数は上昇してい
る。特に２０１６年は３月の１カ月間だ
けで２０％も上昇している。つまり、現在
売られている好業績のマザーズ銘柄は絶
好の買いチャンスということだ。
　日本政府は４月にも新たな景気対策を
打ち出す予定だ。ファンダメンタルズの
改善期待は現在も維持されているので、
今後徐々にボラティリティが低下するこ
とで、従来の強気相場に回帰する可能性
は極めて高いだろう。それを考えればバ
リュー株が下落して日柄調整した後は買
いで取り組んで良いだろう。今の日本株
式市場はヘッジファンドによる「２２５
先物とダウ先物」のプログラム売買が活
発で取引時間中の乱高下が激しい。今の
様な底値圏で買いを入れ取引時間中の動
きは気にしない方が良い。
　潮流銘柄はクリーマ（４０１７）、ドラ
フト（５０７０）、東京通信（７３５９）。

http://www.marketbank.jp/
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敏腕先物ディーラー

ハチロクの裏話

　ハチロクのプ
ロフィール　
　証券アナリス
トから証券会社

の法人部長を経て、２２５先物オプショ
ンディーラーに転身。アナリスト時代に
培ったテクニカルやファンダメンタルズ
などの分析力を駆使、リーマンショック
などの暴落時も乗り越えて西日本におけ
る２２５先物オプションディーラーとし
てはトップクラスの運用実績を誇る。

日経２２５先物日足チャート

米10年債の日足チャート

長期金利は急激に上昇している

米
国
債
入
札
に
注
意

相
場
の
上
値
重
く
す
る
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ

　

先
週
の
日
経
平
均
は
前
週
比
末

約
１
０
１
円
安
と
２
週
連
続
で
下

落
し
た
。

　

下
落
の
主
因
と
さ
れ
て
い
る
の

が
米
国
長
期
金
利
の
上
昇
で
あ
る

が
、
注
目
さ
れ
て
い
た
４
日
の
オ

ン
ラ
イ
ン
討
論
会
で
パ
ウ
エ
ル
議

長
が
金
利
上
昇
に
対
し
て
牽
制
的

な
発
言
が
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り

市
場
が
失
望
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
米
国
長
期
金
利

が
１
．
５
％
を
超
え
て
か
ら

市
場
は
金
利
の
動
向
に
敏
感

と
な
っ
て
お
り
、
金
利
上
昇

の
一
服
が
相
場
安
定
の
必
須
条
件

で
あ
ろ
う
。
今
週
は
９
、
１
０
、

１
１
日
に
米
国
債
の
３
年
、
１
０
年
、

３
０
年
も
の
の
入
札
が
あ
る
。
前

月
に
７
年
債
の
入
札
が
不
調
に
終

わ
っ
た
こ
と
か
ら
金
利
上
昇
に
弾

み
が
つ
い
た
た
め
、
こ
の
入
札
結

果
は
相
場
に
大
き
く
影
響
を
与
え

よ
う
。
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）
の

売
り
が
相
場
の
上
値
を
重
た
く
し

て
い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
確
か

に
投
資
部
門
別
売
買
状
況
を
見
て

も
年
金
な
ど
の
売
買
が
反
映
さ
れ

る
信
託
銀
行
の
動
向
は
今
年
に

入
り
約
８
６
０
０
億
円
程
度
売

り
越
し
て
い
る
。
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
は

資
金
運
用
の
中
で
日
本
株
の
割

合
は
２
５
％
前
後
と
さ
れ
る
が
、

最
近
の
株
高
で
２
５
％
を
越
え

て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
某
証
券

会
社
で
は
約
１
兆
円
の
売
り
出

し
余
地
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
だ
け
で
は
な
く
企
業

年
金
の
運
用
で
も
同
じ
よ
う
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
た
め
、
３
月
末
ま
で
は
リ
バ

ラ
ン
ス
に
よ
る
売
り
が
継

続
的
に
発
生
す
る
可
能
性

は
高
い
。

　

一
方
、
チ
ャ
ー
ト
的
に

は
先
週
の
下
げ
で
一
旦
は

下
げ
止
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

２
５
日
移
動
平
均
線
（
２

万
９
３
０
２
円
処
）
を
大

き
く
割
り
込
み
金
曜
日
に
は
２
万

８
３
０
８
円
５
７
銭
ま
で
突
っ
込

ん
だ
が
、
そ
の
後
長
い
下
髭
を
出

す
「
ト
ン
カ
チ
」
に
似
た
形
で
終

了
し
て
い
る
。
下
値
で
出
た
場
合

は
下
げ
止
ま
り
を
意
味
す
る
形
で

あ
る
。
１
３
週
移
動
平
均
線
（
２

万
８
２
０
１
円
処
）
が
サ
ポ
ー
ト

す
る
形
と
な
っ
た
が
、
こ
の
水
準

は
１
１
月
６
日
か
ら
２
月
１
９
日

の
高
値
ま
で
の
上
昇
幅
７
６
１
８

円
の
三
分
の
一
押
し
（
２
万
８
１

７
５
円
）
に
値
す
る
。

　

上
昇
ト
レ
ン
ド
を
維
持
す
る
に

は
こ
の
水
準
、
も
し
く
は
最
悪
３

８
・
２
％
押

し
（
２
万
７

８
０
４
円
）

ま
で
に
反
転

し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

チ
ャ
ー
ト
の

形
状
か
ら
見

る
と
今
週
前

半
は
戻
り
を

試
し
そ
う
で

あ
る
。
因
み

に
、
今
年
に

入
り
月
曜
日
の
勝
敗
は
６
勝
２
敗

で
あ
り
週
末
安
の
週
初
高
が
多
い
。

週
初
は
上
昇
が
期
待
出
来
よ
う
。

　

上
値
抵
抗
ラ
イ
ン
は
先
物
で
は

転
換
線
（
２
万
９
２
７
０
円
処
）
、

２
５
日
移
動
平
均
線
（
２
万
９
３

４
８
円
処
）
、
２
月
１
９
日
を
起
点

と
す
る
右
肩
下
が
り
の
上
値
ト
レ

ン
ド
ラ
イ
ン
の
２
万
９
５
０
０
円

処
が
上
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
上
値

ト
レ
ン
ド
ラ
イ
ン
を
抜
け
て
く
る

と
上
昇
に
弾
み
が
つ
き
そ
う
で
あ

る
。
下
値
は
５
日
の
安
値
が
重
要

な
抵
抗
ラ
イ
ン
と
な
り
そ
う
だ
。

今
週
は
２
万
８
３
０
０
円
か
ら
２

万
９
５
０
０
円
を
想
定
す
る
。

　

今
週
は
メ
ジ
ャ
ー
Ｓ
Ｑ
週
で
あ

る
。
ボ
ラ
テ
ィ
テ
イ
が
非
常
に
高

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
場
中
に

も
乱
高
下
す
る
と
思
わ
れ
る
。
証

拠
金
に
注
意
し
な
が
ら
余
裕
を

も
っ
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
作
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
ハ
チ
ロ
ク
）

、

、
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株街往来
星野三太郎の

～昭和バブルとの比較～
　

今
年
に
入

っ
て
も
強
い
動
き
を
受
け
て
、

読
者
の
方
々
か
ら
の
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
き
た
。
緊
急

事
態
宣
言
を
受
け
て
セ
ミ
ナ

ー
は
昨
秋
以
降
行
っ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
直
接
読
者
と
会

話
す
る
機
会
が
減
少
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
現
在
を
比

べ
て
み
る
と
圧
倒
的
に
若
い

方
が
多
く
な
っ
た
。
そ
れ
ら

若
い
方
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

で
質
問
を
受
け
た
の
が
昭
和

の
バ
ブ
ル
と
現
在
の
比
較
。

　

よ
く
昭
和
の
バ
ブ
ル
相
場
か
ら
現
在
の
急
騰
相
場
の
危

う
さ
を
指
摘
す
る
方
が
い
る
が
、
そ
の
当
時
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
な
く
て
、
先
物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
も
無

く
、
情
報
は
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
か
新
聞
な
ど
紙
媒
体
を
通
じ

て
し
か
取
得
で
き
な
か
っ
た
。
仕
手
筋
が
存
在
し
て
業
績

な
ど
裏
付
け
な
く
て
上
昇
す
る
銘
柄
も
多
く
、
そ
ん
な
昭

和
の
バ
ブ
ル
と
は
単
純
比
較
で
き
な
い
。
そ
れ
に
加
え
て
、

当
時
と
は
や
は
り
株
式
投
資
を
行
う
個
人
が
圧
倒
的
に
少

な
い
。
今
回
の
上
昇
相
場
で
は
Ｃ
Ｍ
Ｅ
や
時
間
外
で
の
２

２
５
先
物
で
乱
高
下
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
２
４
時
間
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
動
く
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
個
人
が
外
資
に
勝
ち

抜
く
こ
と
が
容
易
で
は
な

い
。
こ
の
先
、
今
回
も
ど

こ
か
で
バ
フ
ル
が
崩
壊
す

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
昭

和
の
バ
ブ
ル
と
当
時
よ
り

生
き
残
る
こ
と
は
難
し
い

か
も
知
れ
な
い
。

 
「
雁
金
」
１
９
８
８
年 

京
都
市
美
術
館
蔵

 

上村淳之米寿記念Ⅰ

松伯美術館で３月９日から開催

近鉄ＧＨＤ

　

近
鉄
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
９
０
４
１
）
の
文
化

事
業
で
あ
る
「
松
伯
美
術
館
」
は
３

月
９
日
か
ら
５
月
９
日
（
日
）
ま
で
、

展
覧
会
「
上
村
淳
之
米
寿
記
念 

Ⅰ

『
上
村
松
園･

松
篁･

淳
之 

三
代
展 

―

日
本
画
の
行
方―

』
」
を
開
催
す
る
。

館
長
で
あ
る
日
本
画
家 

上
村
淳
之

が
８
８
歳
の
米
寿
を
迎
え
る
事
を
記

念
し
た
展
覧
会
を
２
期
に
わ
た
り
開

催
し
、
本
展
は
そ
の
第
Ⅰ
期
の

展
覧
会
。

　

上
村
淳
之
は
祖
母
の
上
村
松

園
、
父
の
上
村
松
篁
の
身
近
な

薫
陶
の
も
と
に
独
自
の
画
業
を

築
き
、
米
寿
を
迎
え
る
今
も
な

お
、
七
十
年
に
も
及
ぶ
制
作
活

動
に
熱
い
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

Ⅰ
期
の
本
展
で
は
、
淳
之
の
秀

作
を
中
心
に
、
松
園･

松
篁
の

作
品
と
共
に
〝
上
村
三
代
〟
に

わ
た
る
作
品
を
展
観
す
る
。

聖路加国際病院腎臓
    　　内科医師 中山昌明氏

日本トリム

動
画
「
新
た
な
選
択
肢 

電
解
水
透
析
」

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開

　

日
本
ト
リ
ム
（
６
７
８
８
）

は
電
解
水
素
水
を
活
用
し
た
血

液
透
析
を
分
か
り
や
す
く
解
説

し
た
動
画
「
新
た
な
選
択
肢 

電
解
水
透
析
」
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
（
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
ｓ
：
／
／
ｙ
ｏ

ｕ
ｔ
ｕ
．
ｂ
ｅ
／
Ａ
ｗ
Ａ
Ｆ
＿

ｖ
ｆ
ｂ
ｕ
３
ｓ
）
で
公
開
し
た
。

　

一
般
的
に
腎
不
全
患
者
の
治

療
に
用
い
ら
れ
る
血
液
透
析
は
、

水
を
大
量
に
使
用
す
る
治
療
法

で
、
１
回
あ
た
り
約
１
２
０
リ

ッ
ト
ル
の
水
を
使
用

す
る
。
日
本
ト
リ
ム

で
は
、
こ
の
「
水
」

に
着
目
し
、
抗
酸
化

性
の
あ
る
水
素
が
含

ま
れ
た
電
解
水
素
水
を
透
析
液

の
希
釈
液
に
使
用
す
る
取
り
組

み
を
続
け
て
き
た
。
今
回
、
こ

の
「
電
解
水
透
析
」
に
関
す
る

多
施
設
の
医
療
現
場
で
の
臨
床

研
究
状
況
を
動
画
で
紹
介
し
て

い
る
。
動
画
で
は
、
２
０
０
５

年
か
ら
の
日
本
ト
リ
ム
と
東
北

大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
と

の
「
電
解
水
透
析
」
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
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記者の視点

相場見通し
国際帝石の
    日足チャート

ファーストリテ
   の日足チャート

落
ち
る
ナ
イ
フ
は
拾
う
な

米
10
年
国
債
入
札
動
向
に
注
目

 

　

３
月
第
１
週
の

東
京
市
場
は
一
段

と
調
整
色
を
強
め

る
動
き
に
な
っ
た
。

　

先
月
末
は
パ
ウ
エ
ル
Ｆ
Ｒ
Ｂ

議
長
に
よ
る
半
年
に
１
度
の
議

会
証
言
が
２
日
間
に
渡
っ
て
行

わ
れ
、
そ
こ
で
こ
れ
ま
で
の
緩

和
ス
タ
ン
ス
が
継
続
さ
れ
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
と
米
国
の
長

期
金
利
は
一
旦
、
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
た
が
、
４
日
に
行
わ

れ
た
米
紙
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ

ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
（
Ｗ
Ｓ
Ｊ
）

が
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
パ
ウ

エ
ル
議
長
が
金
利
に
対
し
て
言

及
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
再

び
長
期
金
利
が
上
昇
し
、
ハ
イ

テ
ク
の
構
成
比
率
が
高
い
ナ
ス

ダ
ッ
ク
を
筆
頭
に
大
幅
に
下
落
、

東
京
市
場
も
こ
れ
に
追
随
す
る

動
き
に
な
っ
た
。

　

３
月
は
２
週
目
金
曜
日
に
２

２
５
先
物
オ
プ
シ
ョ
ン
の
メ
ジ

ャ
ー
Ｓ
Ｑ
を
控
え
る
こ
と
に
加

え
て
、
年
度
末
に
向
け
て
年
金

基
金
や
企
業
の
政
策
保
有
株
の

売
り
が
出
や
す
い
月
で
も
あ
る
。

こ
れ
に
加
え
て
一
年
前
の
３
月

１
９
日
に
は
１
万
６
３
５
８
円

ま
で
急
落
し
た
こ
と
も
記
憶
に

新
し
く
、
需
給
面
で
も
上
値
を

追
う
の
は
厳
し
い
。
チ
ャ
ー
ト

的
に
は
２
５
日
線
に
加
え
て

５
０
日
線
も
一
時
割
り
込
ん

で
お
り
、
次
は
７
５
日
線
の

２
万
７
８

２
７
円
が

意
識
さ
れ

る
。
世
界

的
な
金
融

緩
和
と
ワ

ク
チ
ン
接

種
に
よ
る

経
済
活
動

正
常
化
へ

の
期
待
は

継
続
し
て

い
る
も
の
の
、
落
ち
て
く

る
ナ
イ
フ
は
拾
わ
ず
、
全

般
の
下
げ
止
ま
り
を
待
ち

た
い
。

　

今
週
は
１
０
日
に
中
国

２
月
消
費
者
物
価
や
生
産

者
物
価
、
１
２
日
に
米
２
月
生

産
者
物
価
な
ど
経
済
指
標
の
発

表
が
控
え
る
が
、
金
利
の
動
向

を
見
極
め
る
う
え
で
は
、
１
０

日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
米
１
０

年
国
債
の
入
札
動
向
が
注
目
さ

れ
よ
う
。
個
別
で
は
原
油
高
継

続
か
ら
国
際
石
油
開
発
帝
石

（
１
６
０
５
）
な
ど
が
強
い
動
き
。

一
方
、
指
数
構
成
銘
柄
で
は
フ

ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
（
９

９
８
３
）
が
１
月
の
揉
み
合
い

ゾ
ー
ン
手
前
ま
で
下
げ
て
お
り
、

こ
の
水
準
で
下
げ
止
ま
る
か
注

視
し
た
い
。

今週のスケジュール

 

・５日 米2月雇用統計、米1月貿易収支
　　　 (22:30)
・７日 緊急事態宣言の期限
　　　 中国2月貿易収支
・８日 2月景気ウォッチャー調査
　　　 (14:00)

・９日 1月家計調査(8:30)
　　　 10-12月期GDP確報値、2月マネ
　　　 ーストック(8:50)
・10日 中国2月消費者物価、中国2月生
　　　 産者物価(10:30)
　　　 米2月消費者物価(22:30)
・11日 2月国内企業物価指数(8:50)
　　　 2月都心オフィス空室率(13:00)
　　　 ECB定例理事会(ラガルド総裁会
　　　 見)
・12日 1-3月期法人企業景気予測調査
　　　 (8:50)
　　　 メジャーSQ算出日
　　　 米2月消費者物価(22:30)

編 

集 

後 

記

　

東
風
（
こ
ち
）
吹
か
ば
匂
ひ

お
こ
せ
よ
梅
の
花
…
。
菅
原
道

真
の
有
名
な
短
歌
で
、
大
宰
府

に
左
遷
に
な
っ
た
時
、
大
切
に

し
て
い
た
梅
の
木
に
、
春
に
東

風
が
吹
い
た
ら
香
り
だ
け
で
も

届
け
て
ほ
し
い
、
自
分
が
い
な

く
て
も
春
が
来
た
こ
と
を
忘
れ

て
は
い
け
な
い
、
都
を
去
る
淋

し
さ
と
無
念
を
読
ん
だ
と
い
う
。

道
真
だ
け
で
は
な
く
関
係
人
物

に
も
想
い
を
馳
せ
て
楽
め
る
名

作
で
、
短
歌
を
た
し
な
む
人
が

最
初
に
学
ぶ
歌
ら
し
い
。

　

東
京
市
場
は
春
の
嵐
と
も
い

う
べ
き
高
値
波
乱
だ
が
、
各
国

中
央
銀
行
は
行
き
過
ぎ
を
修
正

し
て
も
急
落
は
望
ん
で
い
な
い
。

近
い
時
期
に
落
ち
着
く
だ
ろ
う
。
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